
5

杉
　
本
　
圭
　
子

本
特
集
は
二
〇
一
九
年
十
月
一
日
か
ら
同
月
一
七
日
に
か
け
て
、
明

治
学
院
大
学
と
港
区
の
共
催
で
行
わ
れ
た
「
み
な
と
区
民
大
学
―
日
本

近
現
代
の
作
家
と
西
洋
」（
全
六
回
）の
講
演
の
記
録
で
あ
る（
本
号
に
は
、

巖
谷
國
士
氏
の
講
演
を
除
く
五
回
分
の
記
録
を
収
め
た
）。
今
回
は
日
本

近
代
文
学
、
英
米
文
学
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
出
発
点
に
、
広
く
比
較
文
学
、

比
較
文
化
的
な
関
心
に
根
ざ
し
た
著
作
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
研
究
者
六

名
を
お
迎
え
し
、
日
本
近
現
代
の
作
家
と
西
洋
の
文
化
、
文
学
、
宗
教
と

の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
。

明
治
学
院
は
開
学
以
来
、
外
国
人
宣
教
師
を
教
師
に
迎
え
、
西
洋
の

学
問
、
文
化
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
伝
統
を
紡
い
で
き
た
。
た
と
え
ば
学

院
の
卒
業
生
で
あ
る
島
崎
藤
村
（
一
八
七
二
―
一
九
四
三
）
は
大
学
で
英

文
学
を
専
攻
し
て
英
語
教
師
と
な
り
、
そ
の
後
四
十
歳
を
過
ぎ
て
単
身
フ

ラ
ン
ス
に
渡
り
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
時
期
を
パ
リ
や
リ
モ
ー
ジ
ュ

で
過
ご
し
た
。
異
国
の
風
土
や
文
化
の
中
に
身
を
浸
し
た
経
験
は
、
帰
国

後
の
新
た
な
テ
ー
マ
や
言
語
表
現
の
追
究
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

藤
村
か
ら
や
や
遅
れ
、
本
講
座
で
扱
わ
れ
た
六
人
の
作
家
た
ち
は
、
戦
後

生
ま
れ
の
中
上
健
次
を
除
き
、い
ず
れ
も
世
紀
の
変
わ
り
目
に
生
を
受
け
、

大
正
、
昭
和
に
か
け
て
文
筆
活
動
を
展
開
し
た
世
代
で
あ
る
。
日
本
の
近

 

緒　

言

特
集
　
日
本
近
現
代
の
作
家
と
西
洋



6

代
化
の
使
命
を
帯
び
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
た
漱
石
や
鷗
外
の
世
代
と
は

異
な
り
、
彼
ら
は
独
学
に
近
い
形
で
語
学
を
学
び
、
関
東
大
震
災
や
思
想

統
制
と
い
っ
た
歴
史
の
荒
波
に
耐
え
な
が
ら
、
お
も
に
書
物
を
通
じ
て
西

洋
文
明
の
新
た
な
潮
流
を
感
じ
取
っ
た
。そ
の
多
く
は
英
文
学
科
出
身
で
、

フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
の
著
作
は
し
ば
し
ば
英
訳
を
通
じ
て
読
ん
で
い

た
。萩

原
朔
太
郎
ら
と
と
も
に
日
本
の
近
代
詩
を
切
り
開
い
た
大
手
拓
次

（
一
八
八
七
―
一
九
三
四
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
翻

訳
と
紹
介
を
通
し
て
、
日
本
に
お
け
る
象
徴
詩
の
可
能
性
を
追
求
し
た
。

畠
山
達
氏
の
講
演
で
は
拓
次
が
日
本
語
で
実
現
し
よ
う
と
し
た
象
徴
詩
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
、
理
論
（
詩
論
）
と
実
践
（
詩
作
）
の

両
面
か
ら
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。
ダ
ダ
・
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
紹
介
と

実
践
で
知
ら
れ
る
瀧
口
修
造
（
一
九
〇
三
―
一
九
四
五
）
も
英
文
学
科
出

身
で
、
恩
師
で
あ
っ
た
西
脇
順
三
郎
の
蔵
書
を
通
じ
て
こ
の
運
動
を
知
る

が
、内
容
的
に
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
ほ
ぼ
無
関
連
の
西
脇
の
詩
論
が『
超

現
實
主
義
詩
論
』
と
し
て
世
に
出
た
こ
と
で
、
そ
の
後
、
瀧
口
が
運
動
の

正
し
い
理
解
を
促
す
た
め
に
多
大
な
努
力
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
を
、
瀧
口

と
親
交
の
あ
っ
た
巖
谷
國
士
氏
が
明
ら
か
に
し
た
。
自
ら
自
動
記
述
の
詩

を
実
践
し
つ
つ
、
ブ
ル
ト
ン
の
主
著
の
ひ
と
つ
『
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と

絵
画
』
を
翻
訳
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
改
訳
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

「
翻
訳
は
文
学
の
栄
養
素
」
と
銘
打
っ
た
野
崎
歓
氏
の
講
演
で
は
、
古

来
、
漢
字
文
化
か
ら
多
く
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
き
た
日
本
語
が
、
明
治

期
に
西
洋
語
、
西
洋
文
化
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
再
創
造
」
さ

れ
た
過
程
が
た
ど
ら
れ
、
谷
崎
潤
一
郎
（
一
八
八
六
―
一
九
六
五
）
や
井

伏
鱒
二
（
一
八
九
八
―
一
九
九
三
）
の
文
体
に
も
翻
訳
文
体
の
影
響
が
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
両
者
は
日
本
語
の
中
の

「
異
国
」
的
な
要
素
（
方
言
）
を
も
取
り
入
れ
、
新
た
な
言
語
の
創
造
や

人
物
造
形
へ
と
向
か
う
が
、
そ
こ
に
は
鷗
外
ら
明
治
の
作
家
た
ち
と
は
異

な
る
西
洋
文
化
と
の
距
離
の
意
識
や
、
自
己
を
相
対
化
す
る
視
線
が
感
じ

ら
れ
る
と
い
う
。
日
本
文
学
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
手
が
け
る
ジ
ャ
ッ
ク
・

レ
ヴ
ィ
氏
の
講
演
で
は
、
翻
訳
と
い
う
作
業
を
通
し
て
見
え
て
く
る
中
上

健
次
（
一
九
四
六
―
一
九
九
二
）
の
文
章
の
特
質
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

紀
州
熊
野
を
舞
台
と
す
る
連
作
小
説
群
を
支
え
る
独
特
の
人
称
の
使
用
法

と
、
話
法
の
転
換
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
視
点
の
主
体
の
移
動
が
、
ど
の
よ

う
な
語
り
の
効
果
を
生
ん
で
い
る
か
、
興
味
深
い
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

今
回
の
連
続
講
演
で
は
こ
う
し
た
比
較
文
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
加

え
、
広
く
比
較
文
化
の
方
面
に
考
察
が
及
ん
だ
。
富
山
英
俊
氏
は
仏
教
思

想
と
の
関
連
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
宮
沢
賢
治
（
一
八
九
六

―
一
九
三
三
）
の
作
品
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
現
れ
る

箇
所
に
着
目
す
る
。
小
説
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
の
中
の
白
い
十
字
架
と
天

界
の
イ
メ
ー
ジ
や
、
あ
る
時
期
の
詩
の
中
の
、
地
上
に
現
れ
よ
う
と
す
る

「
神
の
国
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
い
ず
れ
も
正
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義

に
沿
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
当
時
の
日
本
に
伝
来
し
て
い
た
人
間
主
義
的

な
教
義
解
釈
や
、
内
村
鑑
三
ら
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
家
の
「
再
臨
運
動
」
の

影
響
下
に
書
か
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。篠
崎
美
生
子
氏
の
講
演
で
は
、

芥
川
龍
之
介
（
一
八
九
二
―
一
九
二
七
）
に
よ
る
精
神
分
析
学
の
受
容
の
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問
題
を
超
え
て
、『
歯
車
』
を
中
心
と
す
る
晩
年
の
作
品
解
釈
に
焦
点
が

あ
て
ら
れ
た
。
晩
年
の
芥
川
は
「
無
意
識
」
や
超
自
然
現
象
、
異
常
心
理

に
深
い
関
心
を
寄
せ
、
フ
ロ
イ
ト
を
中
心
と
す
る
精
神
分
析
学
の
書
物
を

英
訳
で
読
ん
で
お
り
、
作
家
自
身
が
そ
う
し
た
解
釈
を
誘
う
よ
う
な
書
き

方
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
し
ば
し
ば
自
殺
の
事

実
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
「
遺
書
」
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

た
だ
、
テ
ク
ス
ト
自
体
と
し
て
読
ん
で
み
る
と
行
間
に
は
と
き
に
ユ
ー
モ

ア
も
漂
い
、「
苦
悩
の
芥
川
像
」
は
、
む
し
ろ
当
時
支
配
的
だ
っ
た
作
品

の
私
小
説
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
定
着
し
た
面
が
あ
る
と
の
指
摘
は
、
た
い

へ
ん
刺
激
的
で
あ
っ
た
。

日
本
近
代
の
作
家
た
ち
が
異
国
の
言
語
や
文
化
に
触
れ
、
激
変
す
る

社
会
の
中
で
い
か
に
し
て
新
た
な
言
語
表
現
、
造
形
表
現
の
可
能
性
を
切

り
開
い
て
い
っ
た
の
か
。
今
回
の
連
続
講
演
で
は
翻
訳
の
問
題
、
文
化
受

容
の
問
題
を
超
え
、
従
来
の
作
家
理
解
や
作
品
解
釈
を
問
い
直
そ
う
と
す

る
局
面
も
多
く
見
ら
れ
た
。
会
場
か
ら
は
聴
講
者
の
多
彩
な
読
書
遍
歴
を

う
か
が
わ
せ
る
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
講
演
者
と
の
や
り
と
り
も
ま
た
興
を

そ
そ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
専
門
研
究
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
広
い
視
野

に
裏
打
ち
さ
れ
た
講
演
者
た
ち
の
自
由
闊
達
な
話
し
ぶ
り
に
、
企
画
側
と

し
て
も
大
い
に
刺
激
を
受
け
た
。


